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 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、肝細胞癌（HCC）細胞株においてヒトテロメラーゼ逆転写酵素（TERT）の制御
因子を新たに同定し、C15orf55およびC7orf43がそれぞれSP1、YAP1を介してTERTの発現を
増加させることを明らかにした。さらに、HCC患者の肝組織においてこれらの遺伝子が過剰
に発現しており、これらの遺伝子のうちいずれかが高発現している患者の予後が不良であ
ることを見出した。本研究は、HCC治療において新たな治療標的となりうる遺伝子を同定し、
明らかに学術水準を高めたものと認める。 
 
